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2p 平成１８年度
全国救護施設協議会 総会報告

第122号の発行にあたって
総務・財政・広報委員／明和園 本田 英孝

当施設の外での行事は、雨天時の計画も立て二段構えで実施して
います。
入所者の皆様には「雨が降っても、やりが降っても行います」と、

説明していましたがさすがに、ミサイルが降ってくる状況下では決
行できないので、「やりが降っても」のところは省くことにしまし
た。ミサイル防衛網の設備費で福祉の予算が減額にならないように
祈っています。
さて、平成18年3月から当施設は、『ガイドヘルパー養成講座』

の講師派遣事業を始めました。ガイドヘルパー制度は「障害を持つ
人の外出を支援し、障害者の自立と社会参加を促進する」ことを目
的としています。
平成15年3月24日付厚労省告示第１１１号で、視覚障害や全身性

障害に対する移動介護には、介護福祉士やホームヘルパー資格だけ
では従事できないことになりガイドヘルパーの資格が必要となりま
した。この関係で資格取得希望者が多くなり学校独自のものを除き、
北海道では札幌市にのみ養成講座があったものが、函館にも2箇所
設けられ、さらに、介護学科のある高校も講座を設置しました。
当施設は視覚障害者歩行訓練指導員2名、ガイドヘルパー有資格

者の職員が5名いるため、視覚障害者の講座に講師派遣可能な状態
であったため、3講座の主催者から要請があり、派遣事業開始に至
りました。さらに、青森県の方からも1講座と、東北も視野に入れ
た事業展開となっています。障害者施策とこのような形で関わりを
持つことになるとは考えもつかなかったことです。
3月に42名の女子高生に対して当施設5名の職員で2日間、計

9時間の演習指導を行ってきました。姿勢を正して一斉に注目する
生徒の迫力に圧倒され、初めはぎこちなかった職員も時間と共に、
堂々と指導できるようになりました。教える為には事前の勉強もし
なければならず、専門職としての資質も向上してきて一石二鳥。救
護施設の今後のあり方の一助にしようと内容充実を図っているとこ
ろです。

発行人●森 好明 編集人●後藤敏秀
発行●全国救護施設協議会

〒100-8980
東京都千代田区霞が関3-3-2
新霞が関ビル 全国社会福祉協議会･障害福祉部内

Tel.03-3581-6502
Fax.03-3581-2428
http://www.zenkyukyo.gr.jp
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動向

5p 制度改革関係情報
�「保護施設通所事業」「救護施設居宅生活訓
練事業」実施要綱の一部改正について
�ショートステイ事業の国庫補助協議について
�全国福祉事務所長会議開催される
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報告

10p 救護施設の運営状況、利用者の現状は？
～平成１7年度救護施設実態調査集計結果より
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ブロックだより

16p 近畿地区救護施設協議会
�みなと寮
�大阪自彊館

九州地区救護施設協議会
�大分県渓泉寮
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1．日 時

平成１8年４月２7日（木） １3 : 00～１6 : 00

2．会 場

全社協第３～５会議室（東京都内）

3．定足数

出席施設数 ９８、委任状提出数 ７１

全会員施設１８１施設中、有効施設数１６９で成立

4．議 長

新潟県・かしわ荘 保坂和久氏

石川県・七尾更生園 大森 貞氏

5．議事録署名人

兵庫県・アメニティホーム夢野 満保善夫氏

大阪府・白雲寮 田中映義氏

6．協 議

【第1号議案】

平成17年度補正予算（案）について

【第2号議案】

平成17年度事業報告（案）、決算（案）について

議長より、議事内容の関係上、第1号議案と第２号

議案を一括して審議することを提案、総会で了承。総

務委員長より、資料に基づいて説明を行った。

また、監事より、４月２４日に行った監査の結果につ

いて、事業は適正に実施され会計処理も正確に処理さ

れていることを報告。

議長より質疑を諮ったところ、補正予算書の様式に

ついて再考の必要があるのではないかとの質問があっ

たが、社会福祉法人会計基準の社協会計の様式によっ

ているので、変更はできない旨、予対委員長より回答、

了承を得た。その他の質疑は無く、原案どおり承認さ

れた。

【第3号議案】

平成18年度事業計画（案）、予算（案）について

総務委員長より、資料に基づいて説明。その後、質

疑を諮った。

○他施設の視察をするような場合に資する、全国の他

施設の情報が無い。情報の共有が必要である。会報

は貴重な情報源であるが、発行回数が少ないのでは

ないか。各地区で行う大会や研修会の内容について

も情報を得たい。また、今日の情勢に即した支援の

手引きの作成を望む。

（会 長）

会報の発行回数、内容については総務委員会で検討

4月27日、全社協会議室（東京都千代田区）において平成１8年度の総会を開催いたしました。平成17

年度の事業報告および決算、平成18年度事業計画、予算等について審議された他、昨年度設置した「救護

施設のあり方に関する特別委員会」での検討内容についての報告を行いました。総会の後には、例年どお

り経営者・施設長会議を開催いたしました。以下、総会の概要についてご報告いたします。

�特集 ……………………………………………………………………………………………………

平成１８年度
全国救護施設協議会
総会報告

2 全救協
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したい。精神障害者の社会的入院解消等の受け皿とし

ての救護施設を考えるとハード面の考慮も必要である

ことから、施設のハード面の状況についても情報共有

を図っていきたい。

各地区の研修実施状況等については、地区会長とも

相談の上、情報を共有の体制について検討したい。支

援の手引きについては今後、個別支援計画を進める上

で、具体的な支援方法についても検討していかなけれ

ばならないだろう。調研委員会で議論したい。

その他の質疑は無く、原案どおり承認された。

【第4号議案】

理事の交代について

会長より、九州地区の土井口理事が三月末で施設を

退職したことに伴い、理事を退任。後任として福岡県

愛の家の室岡施設長が推薦されたことを報告。

議長より、推薦されている理事候補について諮った

ところ、新理事として室岡氏が承認された。

【第5号議案】

特別委員会の設置について

会長より、特別委員会設置の経緯等以下について、

説明を行った。

〔設置の経緯〕

生活保護制度の適正化・自立支援プログラム・障害

者自立支援法等、救護施設を取り巻く状況は大きく動

いている。その中で救護施設はどう在るべきかを検討

するため、本年１月に理事会の承認を得て「救護施設

のあり方に関する特別委員会」を設置した。特別委員

会を設置するにあたっては、規約１４条５項により総会

の議決を得るとされている。事後承認の形でお諮りし

たい。

〔目 的〕

障害者自立支援法が救護施設にどう影響するか・救

護施設が生活支援施設としてどうあるべきか等、これ

までのように救護施設と他種別施設との格差縮小を論

じるのではなく、救護施設の将来的な姿を、建設的に

検討する。

〔委 員〕

委員長：大塚晋司氏（兵庫県・南光園）

委 員：笈川雅行氏（東京都・優仁ホーム）

委 員：藤巻契司氏（東京都・光の家神愛園）

委 員：三輪尚士氏（静岡県・聖隷厚生園讃栄寮）

委 員：河合 馨氏（和歌山県・悠久の郷）

議長より質疑を諮ったが特になく、設置について承

認された。

予定された議案の審議が終了し、議長は退席。以降

は会長の進行により、報告等行った。

7．その他

【「救護施設のあり方に関する特別委員会」報告】

委員長より、「救護施設のあり方に関する特別委員

会」のこれまでの検討状況等について、報告を行った。

概要は以下のとおり。

（挨 拶）

この度の検討については委員会内だけで検討するの

ではなく、皆さんと議論を重ねることにより、方向性

を出し、来年度の総会にて最終報告を行いたい。保護

施設通所事業・居宅生活訓練事業等、利用者が地域生

活へ移行するための事業が制度化されていることは、

国が救護施設に、地域生活移行への一翼を担うことを

期待していると解釈している。一方で、厚生労働省は

実施機関に対し、施設入所者の入所の適否を適時判定

し、地域生活移行、他法施設での優先的受け入れを進

めるように指示している。

厚労省の担当補佐からも他施設が契約に移行する

中、措置施設としての救護施設のあり方について言及

があった。これらの問題も念頭において委員会として

検討を行っていきたい。

（検討の前提）

1．生活保護制度（措置費）の施設としての意識改革

の必要性

①利用者の人権尊重を第一に考えた上で、措置制度

の枠内だけでなく障害者自立支援法を見据えた施

設機能のあり方についても検討する。

②生活扶助を提供するだけの機能を有しているので

はなく、救護施設はあらゆる自立を助長している

施設という位置づけの明確化を図る。

③自立支援プログラムとの関係において、日常生活

自立支援・社会生活自立支援等、行政だけでは対

応できない分野について救護施設の持つノウハウ

を活用することも検討。

④措置費で生活が賄われる救護施設の利用者の生活

……………………………………………………………………………………………Special Report
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では、一般的な経済観念を持つことが難しい場合

もある。利用者の普段の生活を一般的な生活に近

づけることが自立を助長するとの観点から、利用

者の経済観念や意識の転換、更には職員の意識改

革も図る。

（検討事項）

1．救護施設の持つセーフティネットとしての機能

や、自立支援のための機能をより高めていく

①あらゆる要支援者を受け入れる機能を今後も有す

ると同時に、救護施設における自立支援プログラ

ムの中心になる個別支援計画の更なる充実を図

り、それを基に救護施設は自立支援を行っている

ということを対外的に示していく。

②制度的に担保されていない事業を先駆的に行って

きたという実績を調査・研究して対外的に示して

いく。

2．今後の施設運営や施設機能のあり方について（自

立支援法のサービスとの関連において）

①障害者自立支援法について理解する。

②今後、保護施設の基準が障害者自立支援法の基準

に整合される可能性があることも想定し、現在の

基準の相違点について検討を加える。

③現在の生活保護法による施設のままで、例えば障

害者自立支援法による基準該当事業所として、自

立支援サービスを受ける利用者の受け入れもでき

る体制を築くことの可能性を検討するとともに、

現在の救護施設の利用者が障害者自立支援法の障

害程度区分ではどう判定されるのかを調査し、

データを集約する。

3．他の保護施設（更生施設、宿所提供施設）のあり

方について

国は救護施設単体で保護施設制度を検討するのでは

ない。よって更生施設等、他の保護施設とも連携して

検討していく。

【第31回全救協全国大会について】

第３１回全国救護施設研究協議大会の開催地区会長

（北陸中部地区 木間幸生会長）より、開催にむけて

の挨拶を行った。日程は平成１８年９月２１日・２2日、

会場はフェニックス・プラザ他（福井県福井市）であ

る。

【平成18年度厚生協全国会議（主催：全国厚生事業

団体連絡協議会）について】

全救協も構成団体のひとつとなる、全国厚生事業団

体連絡協議会が主催する全国会議の開催について副会

長より、報告を行った。

厚生事業関係施設を取り巻く情勢は、三位一体改革

の動向、生活保護制度の在り方、障害者施策の再編な

ど、社会福祉制度のあり方について様々な検討が続け

られる中、今後大きく変化することも想定される。こ

のような時期に、より多くの厚生協関係施設が種別の

枠を越えて一堂に会し、時代の動きを見据えた厚生事

業関係施設としての機能や、支援のあり方、あるいは

各種別の課題や今後の方向性等について討議し共通認

識を持つことを目的に開催するものである。

討議や情報交換の場を有意義なものとするため、全

国の厚生事業関係施設からの積極的な参加をお願いす

る。

期日：平成１９年２月２２日（木）～２３日（金）

会場：グランドホテル浜松（静岡県浜松市）

�特集 ……………………………………………………………………Special Report

以下の誤りがありました。お詫びして訂正いた

します。

３５頁 平成１８年度資金収支予算書（案）

全国大会運営積立預金積立支出増減欄

（誤）△５００，０００（正）△８００，０００

３９頁 理事の交代について

土井口理事 所属

（誤）大分県 （正）熊本県

総会資料訂正

4 全救協



( )「保護施設通所事業」
「救護施設居宅生活訓練事業」
実施要綱の一部改正について
３月３１日付けで保護施設通所事業ならびに居宅生活

訓練事業の実施要綱の一部改正通知が発出された。

保護施設通所事業については、これまで、１年の事

業期間を終了し、さらに１年の延長が必要と判断され

た者について、施設退所者から居宅の被保護者に変更

され、事業定員の３割の範囲内の扱いとされていたが、

居宅生活への円滑な移行や、期間を延長する施設退所

者が多い実態を総合的に勘案し、平成１８年度からは期

間延長を行った場合でも居宅の被保護者の扱いに変更

せず、「施設退所者として扱う」よう見直しが行われ

た。

また、居宅生活訓練事業について、訓練期間・対象

人員が「訓練期間は、原則６か月間の２期間（前期：

４月から９月まで、後期１０月から３月まで）とし、対

象人員は１期３名から５名程度とすること」とされて

いたが、「訓練期間は、原則６か月間とし、この期間

の対象人員は３名から５名程度とすること。ただし、

訓練期間の延長により退所が見込まれる者について

は、さらに６か月以内の延長を認める。」と改正され

た。これに伴い、加算の方法についてもこれまでの年

額による加算から月額へ変更された。

事情により訓練中止

訓練期間６か月延長

救護施設居宅生活訓練事業加算分保護単価（加算分単価）の算定方法について

定 員 ５０ 人 定員７０人（定員２０人増）

１８年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １９年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

訓練対象者

A

B

C

D

E

F

G

H

対象人員数 ３人 ３人 ３人 ５人 ５人 ５人 ３人 ３人 ２人 ３人 ３人 ３人 ３人 ３人 ３人 ０人

定員１人あたり
加算分単価

注１
１２，０７０円

注１
１２，０７０円

注１
１２，０７０円

注２
１５，１７０円

注２
１５，１７０円

注２
１５，１７０円

注１
１２，０７０円

注１
１２，０７０円 ※

注１
１２，０７０円

注１
１２，０７０円

注１
１２，０７０円

注３
８，６２０円

注３
８，６２０円

注３
８，６２０円 ０円

（加算分単価の算定方法） ※原則として３名を下回る場合は支弁の対象としないこととしている。
注１：（対象者３～４人月額）６０３，６７０円÷５０人≒１２，０７０円 施設から訓練を中止した理由をよく聴取し、加算の要否について判断すること。
注２：（対象者５人以上月額）７５８，６７０円÷５０人≒１５，１７０円
注３：（対象者３～４人月額）６０３，６７０円÷７０人≒８，６２０円

動動向向動動向向 RReellaatteedd IInnffoorrmmaattiioonn
ooff SSyysstteemm RReeffoorrmm
RReellaatteedd IInnffoorrmmaattiioonn
ooff SSyysstteemm RReeffoorrmmTTrr ee nn ddTT rr ee nn dd
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（改 正 後） （現 行）

別 紙

施設機能強化推進費実施要綱

第１～第２ （略）

第３ 特別事業
１ 救護施設居宅生活訓練事業（以下「居宅生活訓練事業」という。）

（１）～（５） （略）

（６）訓練期間・対象人員
訓練期間は、原則６か月間とし、この期間の対象人員は３名

から５名程度とすること。
ただし、訓練期間の延長により退所が見込まれる者について

は、さらに６か月以内の延長を認める。

（７）～（９） （略）

２ 加算の方法等

（１）本事業の実施に要する経費、利用者が５名以上の場合は、１
施設あたり月額７５８，６７０円、利用者が３名及び４名の場合は、
１施設あたり月額６０３，６７０円を限度とする。
ただし、訓練期間内における各月初日における本事業の対象

者数が原則として３名を下回る場合は、支弁の対象としない。

（２）この加算額は、各月に支弁する事務費に加えて認定額を支弁
するものとすること。

認定額＝居宅生活訓練事業加算分保護単価×その施設の各月初日の入所実人員

※居宅生活訓練事業加算分保護単価＝
１施設当たりの月額

（１０円未満については四捨五入） その施設の訓練期間各月初日の定員

（３）本事業を実施した結果、退所者の実績がなかった施設につい
ては、次年度における本事業の実施は認めないこと。
ただし、前年度からの継続事業は認める。

第４～第５ （略）

（別 添）

保護施設通所事業実施要綱

１～５ （略）

６ 事業の期間

（１）（略）

（２）この対象者については、引き続き退所者として扱うこととし、
本要綱５（１）のただし書きの範囲内としない。

７～１５（略）

別 紙

施設機能強化推進費実施要綱

第１～２ （略）

第３ 特別事業
１ 救護施設居宅生活訓練事業（以下「居宅生活訓練事業」という。）

（１）～（５） （略）

（６）訓練期間・対象人員
訓練期間は、原則６か月間の２期間（前期：４月から９月ま
で、後期：１０月から３月まで）とし、対象人員は１期３名から
５名程度とすること。

（７）～（９） （略）

２ 加算の方法等

（１）本事業の実施に要する経費は、利用者が５名以上の場合は、
１施設あたり年額９，１０４千円（訓練期間が１期の場合は４，５５２千
円）、利用者が３名及び４名の場合は、１施設あたり年額７，２４４
千円（訓練期間が１期の場合は３，６２２千円）を限度とする。
ただし、訓練期間内における各月初日における本事業の対象
者数が原則として３名を下回る場合、支弁の対象としない。

（２）この加算額は、各月に支弁する事務費に加えて認定額を支弁
するものとすること。

認定額＝居宅生活訓練事業加算分保護単価×その施設の各月初日の入所実人員

※居宅生活訓練事業加算分保護単価＝
１施設当たりの年額／１２か月

（１０円未満については四捨五入） その施設の４月初日の定員

後期のみ実施する場合は「１２月」を「６月」に「４月」を「１０月」に読み替

えるものとする。

（３）本事業を実施した結果、退所者の実績がなかった施設につい
ては、次年度における本事業の実施は認めないこと。

第４～第５ （略）

（別 添）

保護施設通所事業実施要綱

１～５ （略）

６ 事業の期間

（１）（略）

（２）なお、この対象者数について、本要綱５（１）のただし書き
の範囲内とすることから、継続して円滑に事業実施できるよう、
実施施設及び各実施機関と十分な連絡調整を図るものとする。

７～１５（略）
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ショートステイ事業の
国庫補助協議について

救護施設居宅生活者ショートステイ事業は、一時的

に精神状態が不安定となる居宅で生活する生活保護受

給者に対し、救護施設を短期間利用させることにより、

精神状態を安定させ、居宅生活の継続を支援すること

を目的に、平成１７年度よりセーフティネット支援対策

等事業費補助金において実施されている。

平成１８年度の国庫補助協議基準は下記のとおり。

1）基準単価

利用者１人あたりの基準単価（月額）は、事業実

施施設における「生活保護法による保護施設事務費

及び委託事務費の取扱いについて」（昭和６３年５月

２７日社施第８５号厚生省社会局長通知）の別添様式

（１）の（ア）により算定した施設事務費支弁基準

額を基に、日割単価を算定し、これに利用日数を乗

じて算定すること。

なお、日割り単価は次の算定式により算定した額

とする。

施設事務費 当該月の実利用日数

支弁基準額×30日または当該月の日数
－本人負担分

（円未満切り捨て）

2）事業の実施主体

利用者の保護の実施機関

3）利用者の基準生活費について

利用期間が１か月を超える場合は、利用開始日の

属する翌月（利用開始日が月の初日であるときは当

該月）から「救護施設及びこれに準ずる施設の基準

額」（地区別冬期加算額を含む）に変更すること。

なお、利用期間が１か月以内の場合については、

基準生活費の認定の変更（各種加算の額の変更を含

む。）を要しないものとする。

また、医療機関に入院しており、入院患者日用品

費が算定されている者が退院し、そのまま当事業を

利用する場合には、入所日から入院患者日用品費及

び加算を計上せず、「救護施設及びこれに準ずる施

設の基準額」及び加算に変更すること。

全国福祉事務所長会議
開催される

５月１５日、全国福祉事務所長会議が開催された。行

政説明で、①生活保護の適正運営と自立支援、②生活

保護の医療費、③精神障害者の自立支援、④ハローワー

クにおける就職支援、⑤母子家庭の母に対する総合的

な自立支援、について説明がされた。ここでは、上記

①と③について概要をご報告する。

1．生活保護の適正運営と自立支援
〔社会・援護局保護課〕

� 生活保護の適正運営

①被保護人員数、保護率

平成７年度の８８．２万人、７‰を底として、平成１６

年度の１４２．３万人、１１．１‰まで上昇。ただし、近年

景気回復の影響により伸びは鈍化。平成１８年１月現

在、被保護人員数１４９．１万人、保護率１１．７‰。

②被保護世帯の類型

１６年度は、高齢者世帯４６．７％、母子世帯８．８％、

傷病・障害者世帯３５．１％、その他の世帯９．４％の割

合であった。１８年１月現在、高齢者世帯４３．１％、母

子世帯８．８％、傷病・障害者世帯３７．８％、その他の

世帯１０．３％。

③適正運営

国民のセーフティネットである生活保護は、景気

低迷下の国民生活をしっかり支える必要がある一

方、常に不適正な受給・事務事例が指摘されるよう

なことがあってはならない。「生活保護行政を適正

に運営するための手引き」（骨子：関係先調査の徹

底、暴力団員への対応、年金担保貸付利用者への対

応、期限を定めた指導指示や保護の停廃止、不正受

給の場合の告訴）を作成した。

④被保護世帯の状況に応じた処遇

被保護世帯の状況が多様である中では、個々の状

況に応じた自立支援や保護費の支給等の取組みが必

制度改革関係情報
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要。

� 自立支援

①生活保護法の目的と自立の助長

生活保護法の目的は①最低生活費の支給、②被保

護者の自立の助長である。自立の助長とは「人とし

ての可能性を発見し、これを助長育成し、その人に

ふさわしい状態において社会生活に適応させるこ

と」（小山進次郎「生活保護法の解釈と運用」）。自

立には、経済的自立、日常生活自立、社会生活自立

がある。

②自立支援プログラム

自立支援プログラムとは

地方自治体ごとに、

� 被保護者の状況や自立阻害要因を類型化

� 自立支援の具体的内容と手順を定め

� 組織的に支援

� 庁内の関係部署や保健所、医療機関、福

祉施設、ハローワーク、ＮＰＯ等との外部

機関とも連携

�
生活保護行政が、地方自治の総合力を発

揮しつつ、能動的・創造的なものとなり、
て こ

かつ、福祉事務所が活性化するための梃子

③自立支援プログラムの策定状況

平成１７年度は、全８２８自治体のうち、策定済みの

自治体は２８５自治体（３４％）。策定プログラムの内訳

は、「経済的自立」関するものが３１１プログラム

（５３％）、「日常生活自立」に関するもの２１４プログラ

ム（３７％）、「社会生活自立」に関するものが６０プロ

グラム（１０％）であった。平成１８年度は、全自治体

で策定いただきたい。

2．精神障害者の自立支援〔社会・援護局障
害保健福祉部 精神・障害保健課〕

� 精神障害者と生活保護

生活保護受給者の医科入院の医療費のうち、精神・

行動障害の割合は４割を超える。生活保護を受給し

ている精神障害者の入院患者数が多いことが、医科

入院の医療費の割合が高い理由となっている。精神

入院患者約３２．１万人（平成１４年患者調査）の約２割

（約６．３万人）が生活保護受給者である。

精神障害者における医療扶助の適正な運用のため

には、「受入れ条件が整えば退院可能な患者」を社

会復帰させることが重要。

� 受入れ条件が整えば退院可能な患者

精神入院患者約３２．１万人のうち、受入れ条件が整

えば退院可能な患者はや約７万人であり、その内生

活保護受給者は約１．４万人（約２割）である。

� 今後の精神保健福祉施策

精神保健福祉施策における、地域生活を支援する

体制が不十分、精神障害への理解不足、サービスの

利用者増加による財源不足などの課題を解決するべ

く、精神保健医療福祉の改革のビジョン（１６年９月）

を策定、また障害者自立支援法が制定され（１７年１０

月）、総合的な自立支援システムの構築が図られる

ことになった。

①精神障害者退院促進支援事業（都道府県が実施主

体である地域生活支援事業のメニュー）

精神病院に入院している精神障害者のうち、受入

条件が整えば退院可能である者に対し、円滑な地域

移行を図るための支援を行うため、自立支援員を指

定相談支援事業者等に配置し、精神病院の精神保健

福祉士等と連携を図りつつ退院に向けての支援を行

う。

《主な支援内容》

・精神病院内における利用対象者に対する退院

への啓発活動

・退院に向けた個別支援計画の作成

・院外活動（福祉サービス体験利用、保健所グ

ループワークに参加等）にかかる同行支援等

・対象者、家族に対する地域生活移行に関する

相談・助言

・退院後の生活に係る関係機関との連絡・調整
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②住宅入居等支援事業（居住サポート事業）（市町

村が実施主体である地域生活支援事業のメ

ニュー）

賃貸契約による一般住宅（公営住宅及び民間の賃

貸住宅）への入居を希望しているが、保証人がいな

い等の理由により入居が困難な障害者に対し、入居

に必要な調整等に係る支援を行うとともに、家主等

への相談・助言を通じて障害者の地域生活を支援す

る。

《事業の具体的内容》

・入居支援：不動産業者に対する物件あっせん

依頼及び家主等との入居契約手続き支援

・２４時間支援：夜間を含め、緊急に対応が必要

となる場合における相談支援、関係機関との

連絡・調整等、必要な支援を行う。

・居住支援のための関係機関によるサポート体

制の調整：利用者の生活上の課題に応じ、関

係機関から必要な支援を受けることができる

よう調整を行う。

3．障害福祉計画について

市町村、都道府県が定めることになっている障害福

祉計画は、平成２３年度までの新サービス体系への移行

を念頭に置きながら数値目標を設定し、平成１８年度中

に平成２０年度までの第１期障害福祉計画を策定するこ

ととなる。

精神科病院の入院患者のうち、受入れ条件が整えば

退院可能な精神障害者７万人について、平成２４年度ま

でに解消をめざすことになっている。これにあわせて、

平成２３年度における退院可能精神障害者数の減少目標

値を設定するとともに、医療計画における基準病床数

の見直しを進める。

制度改革関係情報
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全救協では2年に1度、全国の救護施設を対象に実態調査を実施しています。昨年度（17年度）はその調査実
施年にあたっており、10月から11月にかけて全国の施設に協力を依頼し調査を実施いたしました。
前回調査（平成15年度）に引き続いて今回も、全施設から回答をいただくことができ、ご担当いただいた職員

のみなさまには、深謝申しあげる次第です。
本号では調査結果の一部をご報告いたします。調査結果の詳細については別途各施設に配布する報告書をご参照

ください。

調査の概要

1．調査の目的

本調査は、救護施設の機能やあり方の検討に資する

ため、救護施設運営の状況、利用者の状況等について、

全国の救護施設の現状を把握することを目的に実施し

た。

2．調査対象

全国の救護施設１８２施設（全救協会員施設１８０施設、

非会員施設２施設）を対象に実施。

3．調査方法

調査票の送付・回収方法について、Ｅメール、FD

（フロッピィディスク）、用紙の３媒体のいずれかの希

望をあらかじめとり実施。

〔Ｅメール：１３５施設、FD：３３施設、用紙：１０施設、

FDと紙：４施設〕

4．調査基準日

平成１７年１０月１日

5．調査期間

平成１７年１０月２１日（調査票配布）

～１１月３０日（提出締切日）

6．回収率

１００％

7．調査の内容

①施設の基本情報

②施設・法人で実施している事業

③施設建物、IT環境等

④個別支援計画、第三者評価等への取組み状況

⑤市町村における障害者福祉計画等への参画

⑥実習者、ボランティアの受入れ状況

⑦職員の状況

⑧夜間の勤務体制、業務委託の状況

⑨日中活動支援、金銭管理の状況

⑩入浴、食事支援の状況

⑪医療ケアの状況

⑫利用者の状況

⑬利用者の障害、疾患等の状況

⑭利用者のADL、生活能力の状況

⑮利用者の今後の進路

報告

救護施設の運営状況、
利用者の現状は？
～平成17年度救護施設実態調査集計結果より
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8．その他

各設問の集計の「割合」については、四捨五入の端

数処理の関係上、合計が100％にならない場合もある

が、便宜上合計１００％として扱っている。

調査結果トピックス

1．救護施設の運営形態

一番多いのは、民設民営の施設で１１３施設（62.1%）

となっている。

2．救護施設で実施している事業

入所者の地域生活移行支援や、居宅生活を送る被保

護者に対する生活訓練を行うことを目的に、保護施設

通所事業、居宅生活訓練事業、居宅生活者ショートス

テイ事業などが制度化されている。それらの事業への

取り組み状況は下記のとおりである。

①事業実施の有無

②実施事業の内容（複数回答）

3．個別支援計画、第三者評価等への取組み状況

①個別支援計画で使用しているツール

②今後使用を予定しているツール

昨年１２月にできあがった「完成版」（体験版を添

付）の使用を予定、または検討している施設が１０６

施設（５８．２％）と半数を超えた。個別支援計画書作

成の予定なしと回答した施設は９施設。

③第三者評価の受審状況

第三者評価を受けることは、利用者の立場に

立った良質かつ適切なサービス提供を行うための

措置の１つであるが、受審をしたことがある施設

は２８施設にとどまっている。

運営形態 施設数 ％

公 設 公 営 ３３ １８．１

公 設 民 営 ３６ １９．８

民 設 民 営 １１３ ６２．１

合 計 １８２ １００．０

施設数 ％

個別支援計画（１次案）を使用 ５６ ３０．８

個別支援計画（１次案）以外を使用 ８４ ４６．２

個別支援計画（１次案）とその他を
併用 ２５ １３．７

個別支援計画書を作成していない １７ ９．３

合 計 １８２ １００．０

施設数 割合（％）

保護施設通所事業 ２１ ３５．６

居宅生活訓練事業 １５ ２５．４

救護施設居宅生活者
ショートステイ事業 １ １．７

サテライト型救護施設 ０ ０．０

その他 ２２ ３７．３

合 計 ５９ １００．０

n=59

施設数 割合（％）

実施している ４７ ２５．８

実施していない １３５ ７４．２

合 計 １８２ １００．０

施設数 ％

個別支援計画書（完成版）の使用を
予定または検討中 １０６ ５８．２

個別支援計画書（体験版）の使用を
予定または検討中 １９ １０．４

上記以外のものの使用を予定または
検討中 ４８ ２６．４

個別支援計画書を作成する予定なし ９ ４．９

合 計 １８２ １００．０

施設数 ％

平成１６年度までに受審したことがある ２８ １５．４

１６年度までに受審はしてないが１７年
度受審予定 ２１ １１．５

過去に受審していないし、今後も予
定なし １３３ ７３．１

合 計 １８２ １００．０

REPORT
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④リスクマネジメントに関する検討体制

約６割の施設がリスクマネジメントに係る検討委

員会等を設置している。

⑤苦情解決体制

９割以上の施設が、苦情解決体制を整備しており

第三者委員を配置している。苦情の内容はサービス

の質や量に関するものが一番多く、約４割を占める。

その他、利用者間のトラブルや職員の接遇に関する

ものが比較的多い。

⑥苦情の内容（平成１６年度）

4．利用者の状況

①年齢

利用者の性別は男性６割、女性４割である。年齢

は男女ともに６０歳代が一番多く、次いで５０歳代と

なっている。

平均年齢 男性：６１．９歳、女性：６３．１歳 全体：６２．３歳

②入所期間

入所期間２０年以上になる人は５，６５１人（３３．６％）で

ある。

施設数 ％

苦情解決体制を整備しており第三者
委員を配置している １７０ ９３．４

苦情解決体制を整備しているが第三
者委員は配置していない １１ ６．０

苦情解決体制を整備していない １ ０．５

合 計 １８２ １００．０

件数 割合

職員の接遇 １６５ １１．５

サービスの質や量 ６３２ ４４．０

説明・情報提供 １２６ ８．８

被害・損害 ９２ ６．４

権利侵害 ２３ １．６

その他
利用者のトラブルに関する事項
個人の嗜好・選択に関する事項
近隣住民・近隣施設からの苦情
Ｎ．Ａ

３９９
１６９
１１２
８

１１０

２７．８

合 計 １，４37 100．０

施設数 ％

委員会等の検討体制を設置している １１２ ６１．５

委員会等の検討体制を設置していない ７０ ３８．５

合 計 １８２ １００．０ 男性 女性 合計 ％

２０歳～３０歳未満 ２３ ２３ ４６ ０．３

３０歳～４０歳未満 １８８ １１９ ３０７ １．８

４０歳～５０歳未満 ６５１ ３８４ １，０３５ ６．２

５０歳～６０歳未満 ３，０９４ １，７３０ ４，８２４ ２８．７

６０歳～６５歳未満 ２，３９０ １，３４７ ３，７３７ ２２．２

６５歳～７０歳未満 １，７９６ １，２３４ ３，０３０ １８．０

７０歳～７５歳未満 １，１２３ ９３３ ２，０５６ １２．２

７５歳～８０歳未満 ５６７ ５２８ １，０９５ ６．５

８０歳～８５歳未満 １９２ ２８９ ４８１ ２．９

８５歳～９０歳未満 ６４ ９７ １６１ １．０

９０歳～９５歳未満 １８ ２３ ４１ ０．２

不 明 １ ２ ３ ０．０

合 計 １０，１０７ ６，７０９ １６，８１６ １００．０

人数 ％

１年未満 １，６０９ ９．６

１年 １，３４６ ８．０

２年 ９６２ ５．７

３年 ８０６ ４．８

４年 ６２６ ３．７

５年～１０年未満 ２，５１４ １５．０

１０年～１５年未満 １，９１１ １１．４

１５年～２０年未満 １，３９１ ８．３

２０年～２５年未満 １，３５４ ８．１

２５年～３０年未満 １，１９０ ７．１

３０年～３５年未満 １，２８０ ７．６

３５年～４０年未満 １，０３８ ６．２

４０年～４５年未満 ６００ ３．６

４５年～５０年未満 １５４ ０．９

５０年以上 ３５ ０．２

合 計 １６，８１６ １００．０

報告

12 全救協
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③利用者の障害の状況

④身体障害の状況

⑤知的障害の状況

⑥精神障害の状況

人数 ％

身体障害（単独） １，４００ ８．３

知的障害（単独） ３，３５１ １９．９

精神障害（単独） ４，９８７ ２９．７

身体・知的障害の重複 １，４４２ ８．６

身体・精神障害の重複 ７６１ ４．５

知的・精神障害の重複 ２，２８０ １３．６

身体・知的・精神の重複 ６４０ ３．８

いわゆる生活障害 １，７１０ １０．２

その他 ２４５ １．５

合 計 １６，８１６ １００．０

人数 ％

１級（相当） ９５４ ２２．５

２級（相当） １，０５７ ２４．９

３級（相当） ６９４ １６．４

４級（相当） ５７１ １３．５

５級（相当） ２８７ ６．８

６級（相当） ２４９ ５．９

７級（相当） ７５ １．８

不 明 ３５６ ８．４

合 計 ４，２４３ １００．０

なんらかの身体障害 ４，２４３人（２５．２％）

なんらかの知的障害 ７，７１３人（４５．９％）

なんらかの精神障害 ８，６６８人（５１．５％）

人数 ％

Ａ１・１度・○Ａ（最重度） １，５８０ ２０．５

Ａ２・２度・Ａ（重度） ２，０５８ ２６．７

Ｂ１・３度・Ｂ（中度） ２，４０５ ３１．２

Ｂ２・４度・Ｃ（軽度） １，１７７ １５．３

不 明 ４９３ ６．４

合 計 ７，７１３ １００．０

人数 ％

１級（相当） １，８５５ ２１．４

２級（相当） ３，５４１ ４０．９

３級（相当） ９４２ １０．９

不 明 ２，３３０ ２６．９

合 計 ８，６６８ １００．０

REPORT

⑦ADLの状況

バーセルインデックスを使用してADLの状況を判定した。それによれば、各項目ともADLは比較的高くなっ

ている。
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合計得点の分布

5．利用者、職員が考える「利用者の今後の進路」

利用者自身は今後どのような進路を希望している

か、施設職員は利用者に適した進路をどのように考え

ているかを訊ねた。「居住の場」としては利用者、職

員ともに現施設に継続入所が一番多い。利用者は居宅

での生活希望が多くなっており、他の選択肢より高い

割合を示している。職員は居宅生活の他に介護保険施

設や老人福祉施設が適当としており、利用者の高齢化

を意識した進路選択となっていることが伺える。「日

中活動の場」では、利用者の「福祉工場、一般就労」

を希望の割合は、職員に比して若干高くなっている。

①居住の場

②就労または日中活動

人数 ％

０点～２５点 ７５５ ４．５

２６点～５０点 １，００４ ６．０

５１点～７５点 ２，６５０ １５．８

７６点～１００点 １２，４０７ ７３．８

合 計 １６，８１６ １００．０

利用者 職員

人数 ％ 人数 ％

継続入所 ９，９７５ ５９．３ １１，０６５ ６５．８

保護施設 ２２５ １．３ １９４ １．２

他の障害者施設 １８３ １．１ ６２６ ３．７

介護保険施設 ３１５ １．９ １，０４５ ６．２

利用者 職員

人数 ％ 人数 ％

一般就労・福祉工場 １，５５１ ９．２ ８４９ ５．０

授産施設 ４５４ ２．７ ８５０ ５．１

通所型施設サービス ５３８ ３．２ ９５５ ５．７

入所施設内サービス １０，２７７ ６１．１ １２，６６７ ７５．３

その他 ７７３ ４．６ ５４０ ３．２

利用者 職員

人数 ％ 人数 ％

介護保険以外の老人福
祉施設 ６５４ ３．９ １，１５０ ６．８

家族と同居 ５５３ ３．３ ６９ ０．４

居宅（アパート、自宅） ２，６４２ １５．７ １，３８２ ８．２

居宅（グループホーム、
福祉ホーム） ２８３ １．７ ９３９ ５．６

入 院 １４０ ０．８ ２３２ １．４

その他 ２０４ １．２ ４６ ０．３

不 明 １，６４２ ９．８ ６８ ０．４

合 計 １６，８１６ １００．０ １６，８１６ １００．０

報告

⑧生活能力の状況

金銭管理、意思伝達、電話、マナー、強調的な人間関係については比較的高い能力を示す利用者の割合が多い

が、公共機関の利用、交通機関の利用については、助言や援助があっても一人ではできない割合が多くなってい

る。

14 全救協
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6．直近1年間（平成16年度）の入退所の状況

①入所者数と退所者数

②入退所者の障害等の状況

入退所者の障害の状況は、生活障害が一番多く、

次いで精神障害となっている。

③退所者の入所期間

入所期間1年以内の退所が５７．３％、約半数を占め

ている。

④退所後の進路等

退所後、在宅に移られた方が２７．３％と一番多く

なっている。次いでは死亡（１３．３％）、精神科病院

への入院（１０．５％）である。

⑤退所後の施設サービスの利用状況

施設退所後、２割弱の人が退所した施設で実施す

るなんらかのサービスを利用している。

利用者 職員

人数 ％ 人数 ％

不 明 ３，２２３ １９．２ ９５５ ５．７

合 計 １６，８１６ １００．０ １６，８１６ １００．０

入所者 退所者

人数 ％ 人数 ％

男 性 ２，０８８ ８２．４ １，９６０ ７９．１

女 性 ４４７ １７．６ ５１８ ２０．９

合 計 ２，５３５ １００．０ ２，４７８ １００．０

入所者 退所者

人数 ％ 人数 ％

身体障害 ２６６ １０．５ ２９５ １１．９

知的障害 １２５ ４．９ １９６ ７．９

精神障害 ７２１ ２８．４ ６１３ ２４．７

身体・知的障害の重複 ２９ １．１ ７３ ２．９

身体・精神障害の重複 ７１ ２．８ ８２ ３．３

知的・精神障害の重複 ８５ ３．４ １３４ ５．４

身体・知的・精神障害
の重複 １５ ０．６ ２４ １．０

いわゆる生活障害 ９２２ ３６．４ ７８６ ３１．７

いずれの障害もなし ３０１ １１．９ ２７５ １１．１

合 計 ２，５３５ １００．０ ２，４７８ １００．０

人数 ％

１年未満 ９８９ ３９．９

１年 ４３０ １７．４

２年 １６０ ６．５

３年 ９８ ４．０

４年 ７０ ２．８

５年～１０年未満 ２４３ ９．８

１０年～２０年未満 １８７ ７．５

２０年～３０年未満 １５５ ６．２

人数 ％

在宅（定住） ６７７ ２７．３

他の救護施設 １３０ ５．２

救護施設以外の保護施設 １４ ０．６

身体障害者施設 １６ ０．６

知的障害者施設 １７ ０．７

精神障害者施設 １２ ０．５

介護保険施設 ８５ ３．４

介護保険施設以外の老人福祉施
設 １１７ ４．７

児童福祉施設 １ ０．０

婦人保護施設 ３ ０．１

その他の社会福祉施設 ５３ ２．１

精神科病院 ２６１ １０．５

一般病院 ２２８ ９．２

司法施設 ５ ０．２

野宿生活 ６６ ２．７

その他 ２１７ ８．８

不 明 ２４６ ９．９

死 亡 ３３０ １３．３

合 計 ２，４７８ １００．０

人数 ％

利用している ３３３ １５．５

利用していない １，８１５ ８４．５

合 計 ２，１７８ １００．０

人数 ％

３０年～４０年未満 １０４ ４．２

４０年～５０年未満 ４０ １．６

５０年以上 ２ ０．１

合 計 ２，４７８ １００．０

REPORT
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Kinki リスクデータ分析による衝撃吸収性の高い床材の貼り分けで骨折予防 みなと寮理事長 宮武 一郎

社会福祉法人みなと寮は現在、大阪において救護施

設を５カ所、特別養護老人ホームを２カ所、高齢者の

在宅サービス事業所、ホームレス自立支援センターな

どを複数カ所運営展開しています。

リスクマネジメントに関してはここ数年の間に法人

にとって、大変大きな課題になってきています。救護

施設利用者の高齢化と重度化が進む中で利用者の転倒

事故などが増えてきました。また、高齢者施設は介護

保険制度が定着していく中で利用する側の権利意識も

高くなり、より安全性の高い配慮が施設側に求められ

るようになってきました。

救護施設の中でも高齢化と重度化が進んでいるみな

と寮（定員２００人）、要介護度が年々上がってきている

特別養護老人ホーム愛港園（定員１４０人）などでは、

リスクマネジメントへの取り組みは緊急の課題になっ

てきています。

具体的には施設内にリスクマネジメント委員会を設

置して、事故情報の収集と分析、対応策の検討などを

行ってきました。事故報告書（ヒヤリ・ハット報告を

含む）の積極的な収集を行う前は、事故報告は１年間

で１０数件程度しかありませんでした。転倒骨折で入院

したケースなど大きな事故だけが報告され、それらの

個別の対応が検討されてきたわけですが、リスクマネ

ジメント委員会を設置し、データ分析のしやすい報告

書の様式に変更し、職員に積極的に書いてもらえるよ

うな環境を整えてきた結果、愛港園の場合では年間５００

件から６００件の報告書が提出されるようになりました。

みなと寮や愛港園等はそれぞれの施設としても歴史が

あり、職員一人ひとりの経験年数も豊かなために、個

人的にもケアに対するプライドが高く、その中でヒヤ

リ・ハット報告を書いてもらうことについては相当な

抵抗もあったと思っています。

そのために、リスクマネジメント委員会を中心にし

て職員会議などで、ヒヤリ・ハット報告書の提出件数

の多い職員は、事故（ヒヤリ・ハット）を起こしやす

い職員ではなく、事故（ヒヤリ・ハット）についての

認識が深い優秀な職員であること。報告書を出してい

ない職員は、自らの業務の中で事故につながる要素に

気づかないことを露呈していること等のリスクマネジ

メントについての基本的な考え方を周知徹底させてい

きました。

これらの分析の中で個別の事故防止対応策が重層的

にたてられていくことで、大きな事故の件数は減少し、

サービスの質のレベルも徐々に上がってきたと思って

いますが、今回はこれらのデータ分析の中から生まれ

てきた、床材の貼り替えについて報告したいと思いま

す。

個別の対応策も大切ですが施設全体として取り組め

る事故防止対応策として、転倒後の骨折防止を図る試

みを模索してきました。例えば特養などでは事故の８

割が転倒事故だと言われています。個別の筋力トレー

ニングや転倒しやすい環境をなくすなど転倒を未然に

防ぐことも大切ですが、転倒後の骨折を防ぐことも大

きな課題になっていました。

そこで膨大なリスクのデータを分析する中で、各階

の居室、廊下、食堂、共有スペースなどの要素から、

どの場所で転倒が多発しているのかを分析していきま

した。

床材につきましてはコンクリートに直接、ビニル床

シートを貼っていたのを、間に衝撃吸収材を挟むクッ

近畿地区救護施設協議会
九州地区救護施設協議会

PICKUP

今年度のブロックだよりは、「リスクマネジメントの
視点に立った施設運営について」を共通テーマとして、
各ブロックからご報告いただきます。
今回は、近畿地区と九州地区の施設の取組みをご紹介
いたします。
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Kinki 事業継続と、安定的発展の確保をめざしたリスクマネジメント委員会の取組み （社福）大阪自彊館 常務理事

山口 安彦

ションフロアに替えていきました。ただ、生活施設の

あり方としましては、一律的な衝撃吸収材の使い方に

は少し疑問を感じていましたので、あくまでも事故報

告書の分析に沿った床材の貼り分けをしていきたいと

考えました。

床材を転倒防止の視点で考えますと、衝撃吸収性、

防滑性、走行性等が問題になってきます。衝撃吸収力

の高いものは柔らかいだけあって転倒時の衝撃は和ら

ぎますが、例えば車椅子の走行性などが悪くなってし

まいます。防滑性も転倒にとっては大変大きな要素で

あり、滑りすぎると危険ですし、極端に滑りが悪いと

つまづいて転倒するということも起こります。それぞ

れのバランスが必要であり、それぞれの場所によって

その特性を引き出すことが大切なのです。

床材の業者はまだまだ福祉施設などの生活環境につ

いての研究が不足していますので、それぞれの企業が

福祉施設用としての床材を一種類程度しか出していな

いのが現状でした。各社の衝撃吸収用の床材を取り寄

せてみますと随分と差があることが分かりました。

そこで、居室、廊下、食堂などの床材を事故報告書

の転倒データの分析を通すことで、それぞれの場所に

より柔らかいものから少し硬いものまでを貼り分ける

作業を行いました。

当然、この床材の貼り分けのおかげで転倒による骨

折事故は少なくなりました。まだまだデータとしては

期間が短いので、これだけでは単純に骨折事故の減少

を理由付けるわけにはいきませんが、施設全体の床材

の変更、リスクマネジメント委員会での事故報告書の

収集、事故データの公開とスタッフ間での問題点の共

有などが複合的な要素として絡み合っていくことで事

故の減少につながっていったのだと思っています。

リスクマネジメントは施設によっていろいろな試み

があると思いますが、当法人ではこのような試みを通

して具体的に骨折事故の減少に取り組んでいることを

報告させていただきます

1．はじめに

当法人ではリスクマネジメントという言葉が一般的

に使われる前から、組織の危機管理として、損害賠償

保険への加入や防災に関する報告体制を整備していま

した。平成１３年にヒヤリ・ハット報告規程を制定し、

リスクマネジメントについて法人内全施設を通じ一貫

した取り組みを始めました。

2．経過

当初は各部署にリスクマネジャーを置き、部署ごと

に事故原因の分析や対策の立案を行い、事後の評価、

マニュアルの整備・改定にも関わり、職員への周知、

啓発活動を推進しました。各部署で発生した事故関連

情報はリスクマネジャーを通じて法人で取りまとめ、

必要に応じて各部署にフィードバックしていました。

また、これまで培ってきた業務マニュアルや接遇マ

ニュアルを安全の視点から見直し、法人共通と部署独

自のマニュアルに整理しました。

その後法人本部にリスクマネジメント委員会を設置

しましたが、平成１５年に解散し、各部署においてリス

クマネジャーを中心としたリスクマネジメント委員会

を立ち上げ、底辺の拡大と即応性の強化を図りました。

平成１７年５月に法人としてのリスクマネジメント体

制を整えるため各部署の委員の全体会を開き、１２月に

リスクマネジメント委員会運営規程を制定。この委員

会は、法人のヒヤリ・ハット、事故、苦情等の情報の

共有化と対策・評価を行い、法人を取り巻くさまざま

なリスクを予見し、そのリスクがもたらす損失を予防

するための対策や、不幸にして損失が発生した場合の

事後処理対策等を効果的・効率的に講じることにより、

事業の継続と安定的発展を確保していくことを目的と

しています。委員会は常務理事を委員長とし、他に責

任者１名、各部署から推薦されたリスクマネジャーに

より構成されています。その流れをフローチャートに

し、運用の徹底を図っています。（図参照）

3．個人情報保護について

昨年の４月から施行された個人情報保護法について

は、人事課とリスクマネジメント委員会とで検討し、

今年の２月１日に「個人情報に関する規程」と「個人

情報にかかる開示申請等に関する規程」を制定しまし

た。法人の顧問弁護士の意見を伺いながら進めたため、

施行後一年ほど要しましたが、規程の運用にはまだま

だ難しい面があります。当法人には救護施設が７つあ

りますが、それぞれに特徴を持っています。他に特養

と身障療護の施設があり、マニュアルを統一できませ

ん。そこで注意すべき点を他種別のものを参考にして

「個人情報保護法のＱ＆Ａ」としてまとめ、それを基

に各部署でマニュアルを作成しているところです。
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Kyusyu 施設内のコミュニケーションを重視し、信頼関係を築く 大分県渓泉寮長 濱崎 幸一

4．今後の課題

救護施設において自立支援が求められている現在、

サービスの質的変換を図る上でリスクマネジメントに

基づく安全・品質管理がより必要になります。

事故や個人情報の流出など不測の事態が起こったと

きの対応も重要です。事故を起こしたことより、どう

対応したかが評価されます。

ここ数年の報道を思い返せば、不祥事を起こした企

業が、事後対応の不適切さから、不祥事そのものより

も、報道によりその企業の存続に致命的なダメージを

受けてしまうケースが多く見られます。社会に対する

説明責任を自覚しない不誠実な姿勢としてマスコミの

報道バッシングを招いています。特に福祉施設は対応

を間違えると、地域からも排斥される危険があります。

こうした最悪の事態を避けるためには、「クライシ

ス・コミュニケーション」が重要で、これは、不測の

事態の未然防止だけでなく、万が一不測の事態が発生

した場合に、その影響やダメージを最小限にとどめる

ための「情報開示」を基本にした内外の必要と考えら

れるさまざまな対象に対する迅速、適切なコミュニ

ケーション活動です。

これからさらにリスクマネジメントは必要性が強ま

ります。委員長として責任の大きさを痛感しています。

リスクマネジメント委員会の流れ

施設の概況と法人の取り組み

渓泉寮は、現在、入所利用者１２３名、グループホー

ム利用者８名、通所利用者１６名、訪問利用者７名とい

う施設規模です。運営は（社福）大分社会福祉事業団

が行っております。当初は、県立・事業団運営という

形でしたが、県の行財政改革の中で、平成１６年４月１

日から完全民営化がなされたところです。

法人全体では、知的障害者入所更生施設を中心に９

施設を運営していますので、総合的なリスクマネジメ
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ントを行うことの必要性がありました。このため、平

成１４年１０月には、法人としてリスクマネジメント体制

整備要領を制定し、各施設での取り組み事項を明示す

るとともに、各施設にリスクマネジメント委員会を設

置することとしました。引き続き、「危機対応マニュ

アル」、「サービス共通マニュアル」、「安全確保の支援

技術」などをまとめ、職員研修を行ってきました。

渓泉寮における
リスクマネジメントの実際

1．基本的な取り組み

（ア）コミュニケーションの確保

① 利用者や家族等とのコミュニケーション

お互いに信頼関係を築いておくことが、何か

あった時の対応において、問題を深刻化させない

ことにつながりますので、必要な事柄については

納得をしていただけるよう説明を確実にしていま

す。

日課としては、毎夕食時に夕べの集い、毎週月

曜日の朝に棟ごとのミーティングを行い、行事の

予定やお知らせと利用者からの意見や要望を受け

ています。

さらに、四半期ごとに開催される利用者互助会

には寮長が出席し、利用者互助会が設置したご意

見箱に投函された意見について、話し合いをして

います。

② 職員同士のコミュニケーション

個々の利用者の情報を全職員が知っておくこと

が、いろいろな場面での事故防止につながります

ので、棟別の引き継ぎと全職員参加の朝礼、夕礼

を行い、利用者の状況変化や支援の変化の確認、

設備の改善状況、職員等の動向などの確認をして

います。

（イ）苦情相談

苦情を事故防止のための積極的な情報として受け

止め、対応するようにしています。

毎月２回生活相談日を設定し、職員と第３者委員

が交互に相談を受けています。

苦情処理委員会は、四半期毎に開催し、状況報告

と対応を協議していただいています。

（ウ）安全点検

自主防災点検を毎月１回実施し、防災設備機器、

危険物、薬品の管理状況の把握、避難路、そのほか

の設備の点検をしています。防災担当だけでなく一

般職員も知っておく必要がありますので、月別に割

り振って実施しています。

（エ）避難訓練

毎月１回、夜間やいろいろな場面を想定しての避

難訓練を実施しています。いざというときに職員が

少ない場合がありますので、部屋毎に利用者相互の

声かけと助け合いでスムーズに避難できるようにす

ることがポイントです。

また、グループホームでは、消火器や通報装置の

取り扱い、避難方法と場所の確認を毎月各人の分担

を変えながら、世話人も含め全員で行っています。

２．業務の改善

（ア）サービスの標準化

提供するサービスのバラツキをなくすことが事故

防止につながりますので、独自に感染性疾患の防止

を図るための早期発見と発生時の対応、食中毒防止

対応などのマニュアルを作成しています。

（イ）個別支援計画の作成

全救協版の様式を導入し、通所も含めた全利用者

の個別支援計画を作成し、利用者が有する潜在的な

リスクの情報の把握と情報の共有化を図っていま

す。支援の内容を各職員がそれぞれ入力し、月ごと

にまとめ月間援助表を作成して評価しています。

（ウ）ヒヤリハット事例報告書

どんなことでも積極的に報告してもらうようにし

ており、朝礼と夕礼で全職員に意識の喚起を図り、

事故防止に役立てています。

（エ）職員研修

法人の各種マニュアルについての研修に参加させ

るとともに、施設内研修においても嘱託医師などに

よる研修を実施しています。

３．事故発生時の対応

法人の「危機対応マニュアル」に従って取り扱うこ

とになっていますが、施設としては初動の対応が大切

ですので、事故発生時は、緊急連絡網により寮長に直

ちに口頭報告のできる体制づくりをしています。年度

初めに、緊急連絡網を使った伝達訓練を実施していま

す。

４．まとめ

限られた人員で施設を運営していますので、事故防

止の観点からは、利用者の協力が欠かせません。利用

者の状況の変化や無届け外出などに対しては、利用者

から職員への通報が大きな助けとなります。利用者と

職員との双方向のコミュニケーションの確保が大切だ

と考えています。
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活動日誌（平成18年4月～7月）

4月24日（月） 平成17年度会計監査（於：全社協）

4月27日（木） （第1回）理事会（於：全社協）

平成18年度総会（於：全社協）

平成18年度経営者・施設長会議（於：全社協／～28日）

5月24日（水） （第4回）救護施設のあり方に関する特別委員会（於：全社協）

6月 1日（木） （第37回）中国・四国地区救護施設研究協議大会（於 :香川県琴平町／～2日）

6月 8日（木） （第41回）関東地区救護施設研究協議会（於 :神奈川県箱根町／～9日）

6月12日（月） （第1回）総務・財政・広報委員会（於：全社協）

6月13日（火） （第36回）全道救護施設職員研修会（於：北海道札幌市／～14日）

6月14日（水） （第38回）東北地区救護施設研究協議大会（於：山形県天童市／～15日）

6月19日（月） （第1回）調査・研究・研修委員会（於：商工会館）

（第1回）制度・予算対策委員会（於：商工会館）

6月22日（木） 平成18年度近畿救護施設研究協議会（於：和歌山県和歌山市／～23日）

7月 6日（木） （第31回）九州地区救護施設職員研究大会（於：鹿児島県鹿児島市／～7日）

7月20日（水） （第38回）北陸中部地区救護施設研究協議大会（於：石川県金沢市／～21日）

7月26日（木） （第5回）救護施設のあり方に関する特別委員会（於：商工会館）
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